
議会だより
はなわ

月定例会月定例会

2017
１３７

発行／福島 県 塙 町 議 会
　　　平成29年１月27日

１３７１３７
2017
№１３７

発行／福島 県 塙 町 議 会発行／福島 県 塙 町 議 会
平成29年１月27日　平成29年１月27日平成29年１月27日

発行／福島 県 塙 町 議 会
　　　平成29年１月27日

1212月定例会12

冬のおはなし会
図書館

議員の期末手当増額せず Ｐ 2 ~ 3

はなわこども園特集 Ｐ 8 ~11
敬老会など８議員が町政をただす Ｐ14~21
笹原小学校議会傍聴 Ｐ22~23

………………………

………………………

…………

…………



　　　務員は、労働基本権が制約さ
　　　れ、民間企業のように労使交
渉によって給与を決めることができ
ない。この代償措置として、県の人
事委員会で給与勧告制度が設けられ
ている。
　給与勧告は、社会情勢に適した給
与確保を目的に、国及び地方公務員
と民間企業の給与水準を均衡させる
ことを基本に勧告が行われている。
町では、人事委員会の給与勧告によ
って職員の給料表の改定などを行っ
ている。

　
　

末
手
当
と
は
、
年
２
回
在

　
　

職
期
間
に
応
じ
て
支
給
さ

れ
る
も
の
で
、
民
間
企
業
で
い

う
ボ
ー
ナ
ス
で
あ
る
。
議
員
に

は
、
報
酬
と
合
わ
せ
年
総
額

２
９
２
万
６
２
２
０
円
支
給
さ

れ
て
い
る
。（
議
長
と
副
議
長

は
異
な
る
）

　

報
酬
は
、
議
会
で
検
討
し
自

ら
そ
の
額
を
決
定
す
る
が
、
期

末
手
当
は
県
の
人
事
委
員
会
勧

告
に
な
ら
っ
て
改
正
し
て
き

た
。

　

今
回
、
職
員
の
ボ
ー
ナ
ス

（
期
末
手
当
＋
勤
勉
手
当
）
を

０
・
１
月
分
引
き
上
げ
増
額

支
給
す
る
人
事
委
員
会
勧
告

が
な
さ
れ
、
そ
れ
に
準
じ
て
、

議
員
の
期
末
手
当
も
同
様
に

０
・
１
月
分
引
き
上
げ
、
年

２
万
１
６
２
０
円
の
増
額
支
給

を
す
る
と
い
う
議
案
が
町
か
ら

提
出
さ
れ
た
。

　

議
会
は
、
７
月
に
議
員
定
数

等
検
討
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

定
数
と
報
酬
を
検
討
し
て
い
る

最
中
で
あ
る
た
め
、
今
回
の
期

末
手
当
増
額
は
時
期
尚
早
と
判

断
し
、
こ
の
提
案
を
全
会
一
致

で
否
決
し
た
。

12月
定例会

12月定例会の
あらまし

　

12
月
定
例
会
は
、
12
月
15
日
か
ら
19
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。
第
１
日
目
は
、
提
出
議
案
の
一
括
説
明

の
後
15
件
の
農
業
委
員
会
委
員
の
選
任
を
同
意
、
陳
情
１
件
、
議
案
１
件
を
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　

第
２
・
３
日
目
に
、
８
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
少
子
化
問
題
や
敬
老
会
な
ど
を
取
り
上
げ
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
議
案
審
議
を
行
い
、
条
例
１
件
（
議
員
報
酬
）
を
否
決
、
そ
の
ほ
か
の
議
案
は
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
意
見
書
１
件
を
可
決
し
て
、
閉
会
し
ま
し
た
。

定
数
と
報
酬
検
討
中
の
た
め

議
員
の
期
末
手
当
増
額
せ
ず
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これまでの議員年収推移これまでの議員年収推移

　
　

員
の
期
末
手
当
は
、
月
額

　
　

報
酬
に
支
給
率
と
加
算
率

を
乗
じ
て
出
さ
れ
る
。
役
職
に

よ
っ
て
加
算
さ
れ
る
加
算
率

は
、
報
酬
月
額
の
15
％
以
内
で

町
長
が
定
め
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

月
額
報
酬

議　

長　

２
７
２
，
０
０
０
円

副
議
長　

２
０
６
，
０
０
０
円

議　

員　

１
８
８
，
０
０
０
円

期
末
手
当

〈
６
月
〉

議　

長　

４
６
９
，
２
０
０
円

副
議
長　

３
５
５
，
３
５
０
円

議　

員　

３
２
４
，
３
０
０
円

（
支
給
率
）
150
／
100  

15
％
加
算

〈
12
月
〉

議　

長　

５
０
０
，
４
８
０
円

副
議
長　

３
７
９
，
０
４
０
円

議　

員　

３
４
５
，
９
２
０
円

（
支
給
率
）
160
／
100  

15
％
加
算

　
　

隣
町
村
の
報
酬
や
期
末
手

　
　

当
を
ま
と
め
て
み
た
。

　

塙
町
は
、
県
平
均
に
比
べ
て

２
万
２
６
２
３
円
低
い
報
酬
額

と
な
っ
て
い
る
。

　
　

会
津
町
議
会
は
、
現
在

　
　

議
員
定
数
の
見
直
し
を

含
め
た
議
会
活
性
化
の
調
査

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町

民
か
ら
議
員
定
数
削
減
と
い

う
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す

が
、
果
た
し
て
そ
れ
が
本
来

の
議
会
活
動
に
ど
れ
だ
け
の

効
果
が
あ
る
の
か
。
若
い
人

で
議
員
に
な
ろ
う
と
い
う
人

が
ま
す
ま
す
い
な
く
な
る
の

で
は
。
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
活
発
な
意
見
交
換
に
な
り

ま
し
た
。

　
　

に
、
昨
年
９
月
議
会
で

　
　

議
員
定
数
を
16
人
か
ら

15
人
に
し
た
猪
苗
代
町
議
会

を
訪
問
し
ま
し
た
。
同
議
会

で
は
、
か
な
り
前
か
ら
定
数

見
直
し
の
動
き
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
が
、
議
会
の
機
能
低

下
に
な
ら
な
い
か
な
ど
議
論

を
重
ね
た
結
果
、
１
人
削
減

に
落
ち
着
い
た
と
の
こ
と
で

す
。
多
く
の
議
員
は
、
議
員

定
数
削
減
は
議
会
機
能
低
下

に
つ
な
が
る
と
危
惧
し
て
い

る
一
方
、
町
民
の
声
を
無
視

で
き
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ

の
中
に
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。

西西次次

給与勧告の手順

企業規模50人以上かつ事業所規模50人以上の
県内の民間事業所を対象として無作為抽出

民間給与の調査（実地） 県職員給与の調査

全　職　員

給与改定の
状況等

昨年８月か
ら本年７月
までのボー
ナスの支給
状況　　　

民間給与

事務・技術関係従業
員の4月分支給額

県職員給与

行政職の職員の

4月分支給額

県職員の年
間支給月数
と比較

役職段階、学歴、年齢を同じくする
者同士の給与を比較
（ラスバレイス方式）

各都道府県
等の動向

人事院
勧告・報告

人事委員会勧告・報告

知　　事 県　議　会
（給与条例改正案提出）

情勢適応の原則・均衡の原則にのっとり
給料表・手当・給与制度の改定内容を決定

これまでの議員年収推移（1人あたり）

平成23年度にも議員定数が検討されているが、結局議員定数
は現状維持とし、報酬を削減する（議員2名分相当）とした
ため、大幅減となっている。

（単位：万円）

塙町議会だより第 137 号　２３　塙町議会だより第 137 号

期期

人事委員会の給与勧告制度

公公

期
末
手
当
の
算
出
方
法

他
町
村
の
状
況

議員定数・報酬調査！！
さらなる議会機能発揮を

　10月 12日（水）、本町議会の定数などの見直しの参考とするため、２つの議会の
議員定数見直しの取り組みを視察しました。（議員定数等検討協議会報告書から）

議議近近議員報酬比較
町村名 人　口 議員報酬
塙　　町 9,254人 188,000円
棚 倉 町 14,541人 225,000円
鮫 川 村 3,722人 161,000円
矢 祭 町 6,089人 日額30,000円
西 郷 村 20,070人 240,000円
西会津町 6,834人 225,000円
猪苗代町 15,007人 211,000円
国 見 町 9,568人 228,000円
県 平 均 210,623円

期末手当比較

町村名
支給率/100 加算率

（％）6月 12月
塙　　町 150 160 15
棚 倉 町 150 160 15
鮫 川 村 160 175 15
矢 祭 町 ― ― ―
西 郷 村 150 160 15
西会津町 150 160 15
猪苗代町 150 160 15
国 見 町 140 155 15
県 平 均 147.22 157.22 14.77

西会津議員の皆さんと協議委員。西会津町議会では昨年3月議会で議員報酬を引き上げた。

県町村議会議長会資料（平成28年７月１日現在）



◎
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

　

２
９
４
５
万
円
を
増
額
し
、

総
額
71
億
７
７
２
８
万
９
０
０

０
円
と
す
る
。

　

国
道
２
８
９
号
線
の
光
フ
ァ

イ
バ
ー
支
障
移
転
工
事
、
災
害

復
旧
費
（
町
道
17
カ
所
、
普
通

河
川
５
カ
所
）、
農
地
災
害
復

旧
費
（
19
カ
所
）
の
増
な
ど
。

　

本
当
に
緊
急
性
が
あ
っ
た
の

か
。

　

災
害
が
起
き
た
ら
す
ぐ
に
設

計
や
査
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
今
回
は
災
害
発
生
の

６
日
後
に
専
決
の
決
定
を
行
っ

た
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

　

１
億
６
２
６
６
万
１
０
０
０

円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
額
を

73
億
３
９
９
５
万
円
と
す
る
。

仮
設
保
育
室
建
設
の
増
、
除
染

土
壌
の
撤
去
工
事
費
の
増
、
旧

こ
ん
に
ゃ
く
試
験
地
整
備
の
増

な
ど
。

　

旧
こ
ん
に
ゃ
く
試
験
地
を
整

備
す
る
の
は
な
ぜ
か

　

旧
薩
摩
酒
造
跡
地
な
ど
で

行
っ
て
い
た
竹
活
用
事
業
を
集

約
し
、
地
方
創
生
の
拠
点
と
し

た
い
。

　

道
の
駅
脇
に
河
川
公
園
を
整

備
す
る
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

　

川
上
川
、
久
慈
川
の
合
流
点

に
親
水
公
園
の
計
画
は
あ
る

が
、
予
算
が
厳
し
く
実
現
に
は

至
っ
て
い
な
い
の
で
、
草
刈
り

機
な
ど
で
手
入
れ
を
行
い
、
河

川
の
景
観
を
整
備
す
る
。

　

各
地
区
の
除
染
土
壌
も
町
が

全
て
撤
去
す
べ
き
で
は

　

撤
去
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

　

行
政
区
長
の
研
修
の
場
と
し

て
、
12
月
の
第
９
回
定
例
会
を

傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

熱
心
さ
は
伝
わ
り
ま
し
た

が
、
質
問
と
答
弁
で
論
点
が
噛

み
合
わ
な
い
点
や
、
こ
の
答
弁

の
ま
ま
で
終
わ
っ
て
良
い
も
の

か
な
ど
気
に
な
る
点
が
あ
り
、

再
質
問
な
ど
で
も
う
少
し
突
っ

込
ん
だ
や
り
取
り
が
あ
っ
て
も

良
い
の
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

制
度
や
手
法
な
ど
を
見
直
す

視
点
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
ま

た
、
批
判
や
非
難
よ
り
は
、
工

夫
や
提
案
に
よ
る
建
設
的
な
姿

勢
で
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
に
努

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
望
み
ま

す
。

　

社
会
・
経
済
な
ど
の
見
通
し

を
踏
ま
え
て
、
住
み
た
い
、
住

み
続
け
た
い
町
に
し
て
い
く
た

め
に
は
、自
助
・
共
助
・
公
助
を
、

よ
り
意
識
し
た
町
民
全
体
で
実

行
す
る
町
づ
く
り
が
望
ま
れ
ま

す
。
効
率
的
・
効
果
的
な
町
政

運
営
が
求
め
ら
れ
、
交
通
や
情

報
通
信
が
進
展
す
る
中
に
あ
っ

て
、
広
域
的
な
観
点
で
、
近
隣

市
町
村
と
の
役
割
分
担
や
連
携

も
模
索
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

―
傍
聴
し
た
き
っ
か
け
は

―
傍
聴
さ
れ
た
感
想
は

　

ど
う
で
し
た
か
。

―
議
会
や
町
政
に
対
す
る

　

要
望
は
あ
り
ま
す
か

―
議
員
に
対
す
る
要
望
は

　

あ
り
ま
す
か

建設的な姿勢で
魅力ある町づくりを

ひとことインタビューひとことインタビュー
　12 月の定例会の傍聴者数はのべ 110 人でした。傍聴された方の中から、

荒川実さん（連合区長会長）に傍聴した感想などをインタビューしました。

◎
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金

制
度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意
見

書
　

国
民
の
幅
広
い
政
治
参
加
や

地
方
議
会
に
お
け
る
人
材
確
保

の
観
点
か
ら
、
地
方
議
会
議
員

の
厚
生
年
金
制
度
加
入
の
た
め

の
法
整
備
を
早
急
に
実
現
す
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
た
め
、
塙

町
議
会
と
し
て
意
見
書
を
可
決

し
、
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
６
関

係
行
政
庁
に
意
見
書
を
提
出
し

た
。

◎
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
農
業
委
員
の
選
出

は
、選
挙
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、

町
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任

命
す
る
方
式
に
改
正
さ
れ
た
。

法
改
正
後
、
初
め
て
の
改
選
と

な
り
提
案
の
あ
っ
た
15
人
全
員

を
同
意
し
た
。

　塙町議会ではホームページやフェイスブックで活動状況をお知らせしています。

会議録、自筆の活動報告書や賛否の状況、会議などの出欠、議会だよりに載せきれな

い情報もこちらに掲載しています。  

塙町議会で検索　　　　　　検索

これを見れば議会がわかる

荒川　実さん（連合区長会長）

　議会議員と意見交換会をする団体を募集しています。町民または町内に勤務してい

るグループが対象で、少人数でも受け付けています。

お申込みは、議会事務局（TEL43ー2150）までご連絡ください。

議会議員と意見交換しませんか

　
　

小
林　

達
信
（
桜
木
町
）

　
　

小
松　

孝
行
（
西
河
内
）

　
　

鈴
木　

孝
久
（
大
蕨
）

　
　

鈴
木　

伸
俊
（
前
田
）

　
　

星　
　

正
人
（
山
形
）

　
　

佐
藤　

能
昭
（
板
庭
）

　
　

金
澤　

博
志
（
植
田
）

　
　

戸
井
田　

操
（
台
宿
）

　
　

大
森　

秀
夫
（
那
倉
）

　
　

佐
藤　

政
義
（
八
幡
）

　
　

鈴
木　

良
一
（
片
貝
）

　
　

佐
川　

庄
二
（
伊
香
）

　
　

大
友　

晴
男
（
東
河
内
）

　
　

白
坂　

利
雄
（
上
渋
井
）

　
　

鈴
木　

芳
昭
（
中
塚
）

　

専
決
処
分

　

議
会
の
権
限
に
属
す
る
事
項
に

つ
い
て
、
町
長
が
議
会
に
代
わ
っ

て
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
。
緊
急

性
を
要
し
、
議
会
を
招
集
す
る
時

間
が
な
い
場
合
な
ど
に
行
う
こ
と

が
で
き
る
。
専
決
処
分
を
行
っ
た

場
合
は
、
次
の
議
会
に
報
告
し
承

認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
承
認
さ
れ
な
く
て
も
決
定

内
容
は
有
効
と
さ
れ
る
。

？

質　

疑

質　

疑

質　

疑

質　

疑

答　

弁

　

意
見
書

　

町
の
公
益
に
関
す
る
事
件
に
つ

い
て
、
町
の
議
決
機
関
で
あ
る
議

会
の
意
思
を
決
定
し
、
国
・
県
な

ど
に
表
明
す
る
も
の
。

　

対
外
的
に
意
思
を
表
明
し
、
公

共
の
利
益
の
増
進
を
図
る
議
会
の

権
限
と
し
て
法
律
に
定
め
ら
れ
て

い
る
。

？
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専
決
処
分

答　

弁

答　

弁

答　

弁

意
見
書

補
正
予
算

同　

意



今
後
の
財
政
見
通
し
に
よ

る
と
、
10
年
後
の
財
政
不
足
は

２
億
３
７
０
０
万
円
で
、
比
較

的
安
定
し
た
財
政
運
営
を
見
込

ん
で
い
る
。
し
か
し
、
あ
く
ま

で
現
在
の
制
度
が
続
く
と
仮
定

し
て
お
り
、
国
の
財
政
状
況
を

考
え
る
と
決
し
て
安
心
で
き
る

も
の
と
は
い
え
な
い
。

　

歳
入
の
う
ち
町
税
は
当
面

８
億
７
０
０
０
万
円
台
（
平
成

28
年
度
見
込
８
億
７
４
０
０
万

円
）
を
維
持
す
る
見
込
み
で
交

付
税
な
ど
が
現
行
水
準
で
あ
れ

ば
、
補
助
金
や
借
金
な
ど
を
除

く
一
般
財
源
は
36
億
円
で
、
平

成
31
年
度
ま
で
は
ほ
ぼ
横
ば
い

で
推
移
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

一
方
歳
出
は
、
人
件
費
は
微

減
で
あ
る
が
扶
助
費
や
公
債
費

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
他
の
歳

出
の
抑
制
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
。
具
体
的
事
業
計
画
は
、
こ

れ
ま
で
の
継
続
事
業
の
ほ
か
、

子
ど
も
園
整
備
事
業
や
公
民
館

分
館
建
設
事
業
、
住
宅
団
地
建

設
事
業
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。

　

主
な
見
直
し
事
業
は
、
町
が

開
催
し
て
い
た
敬
老
会
を
各
行

政
区
が
主
体
と
し
て
行
う
た
め

の
敬
老
会
助
成
事
業
、
若
者
向

け
住
宅
建
設
か
ら
土
地
を
分
譲

と
す
る
子
育
て
若
者
定
住
住
宅

団
地
整
備
事
業
、
健
康
福
祉
施

設
か
ら
子
ど
も
対
策
に
特
化
し

た
子
ど
も
園
整
備
事
業
、
あ
ぶ

く
ま
高
原
美
術
館
の
廃
止
で
、

今
後
見
直
し
内
容
に
沿
っ
て
具

体
的
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

以
前
計
画
さ
れ
て
い
た
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
保
育
園
と

幼
稚
園
を
統
合
し
た
こ
ど
も
園

と
子
育
て
支
援
の
ほ
か
、
高
齢

者
ケ
ア
を
行
う
多
世
代
交
流
セ

ン
タ
ー
と
高
齢
者
向
け
住
宅
の

３
施
設
が
検
討
さ
れ
て
い
た
。

　

実
施
計
画
は
３
年
に
一
度
見

直
さ
れ
、
基
本
計
画
の
施
策
を

詳
細
に
具
体
化
し
、
新
た
な
事

業
も
検
討
す
る
こ
と
で
、
毎
年

度
の
予
算
編
成
の
指
針
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

計画期間は3年とし、毎年度事業計画を策定するローリング

方式を採用。実効性の確保に努めている。

　
　
　

こ
ど
も
園
の
建
設
費

　
　

は
当
初
８
億
円
の
計
画

だ
っ
た
が
12
億
円
に
な
っ
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　

玉
川
村
、
古
殿
町
の

　
　

他
施
設
を
視
察
し
検
討

し
た
結
果
、
建
物
面
積
３
，

５
０
０
㎡
（
１
，
０
６
０

坪
）
と
し
て
坪
単
価
は
約

１
０
０
万
円
と
見
込
み
約

10
億
円
と
計
上
し
た
。

　

旧
那
倉
小
学
校
を
利
用
し
平

成
16
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
。
塙

町
出
身
の
画
家
杉
三
郎
氏
、
書

家
鈴
木
勝
富
氏
の
作
品
を
展
示

し
、
４
月
１
日
〜
11
月
30
日
に

開
館
し
て
い
る
。
施
設
の
管
理

は
、
那
倉
朝
日
ク
ラ
ブ
（
地
元

老
人
会
）
に
委
託
し
て
い
る
。

　

当
初
末
広
町
の
若
者
定
住
促

進
住
宅
は
、
22
戸
の
賃
貸
の
計

画
で
あ
っ
た
が
、
町
内
の
宅
地

需
要
は
あ
る
と
見
込
み
、
宅
地

分
譲
に
変
更
と
な
っ
た
。
景
観

の
統
一
と
い
う
考
え
か
ら
、
建

売
も
検
討
し
て
い
る
と
い
う
。

　
　
　

他
の
自
治
体
で
は
固

　
　

定
資
産
税
免
除
な
ど
優

遇
が
あ
る
。
売
値
を
安
く
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　

他
の
事
例
は
承
知
し

　
　

て
い
る
。
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

QQ

　
　
　

あ
ぶ
く
ま
高
原
美
術

　
　

館
を
廃
止
す
る
と
い
う

が
、
ど
の
よ
う
な
検
討
を
し

た
の
か

　
　
　

年
間
１
７
０
万
円
の

　
　

維
持
経
費
が
か
か
っ
て

お
り
、
利
用
者
は
年
間
約

５
０
０
人
で
あ
る
。
費
用
対

効
果
を
勘
案
し
廃
止
と
い
う

こ
と
に
し
た
。
地
元
と
の
協

議
は
こ
れ
か
ら
と
な
る
。

QQAA

し
か
し
、
今
回
変
更
さ
れ
た
計

画
で
は
、
多
世
代
交
流
セ
ン
タ

ー
と
高
齢
者
向
け
住
宅
部
分
が

切
り
離
さ
れ
、
子
育
て
支
援
を

含
む
こ
ど
も
園
の
み
と
な
っ
た
。

財
政
見
通
し

見
直
さ
れ
た
政
策

実
施
計
画
と
は

見直し

見直し

基本構想

基本計画（前期） 基本計画（後期）

実施計画

実施計画

実施計画

山水花のまちづくり　構成と期間

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

若
者
定
住
促
進
住
宅
団
地

あ
ぶ
く
ま
高
原
美
術
館

　

平
成
29
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
の
塙
町
振
興
計
画
（
実
施
計
画
）
案
と
財
政
状
況
及
び
財
政
見
通
し
に
つ
い
て
、
町
か
ら
説

明
を
受
け
質
疑
を
行
っ
た
。
実
施
計
画
は
、
町
の
向
こ
う
３
年
間
の
計
画
で
毎
年
12
月
に
検
討
が
行
わ
れ
て
き
た
。
今
回
は
予
算
決

算
常
任
委
員
会
の
所
管
事
務
調
査
と
し
て
、会
議
は
公
開
し
て
行
っ
た
。
新
町
長
に
な
り
初
め
て
の
実
施
計
画
提
案
で
あ
っ
た
た
め
、

政
策
転
換
さ
れ
た
計
画
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
疑
問
点
を
た
だ
し
た
。
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振 興
計 画 あぶくま高原美術館廃止計画あぶくま高原美術館廃止計画

まちの未来どう描く

が提示されるあぶくま高原美術館廃止計画

QQAA

AA

費用対効果に問題があり廃止計画が提示されたあぶくま高原美術館

振興計画変更事業に対してただす



特 集
その１

（
仮
称
）
は
な
わ
こ
ど
も
園

平
成
30
年
度
完
成
予
定

　

以
前
計
画
さ
れ
て
い
た
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
①
保
育
園

と
幼
稚
園
を
統
合
し
た
こ
ど
も

園
②
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
の

ケ
ア
を
一
体
的
に
行
う
多
世
代

交
流
セ
ン
タ
ー
③
高
齢
者
向
け

住
宅
の
３
施
設
が
検
討
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
後
、
高
齢
者
向
け

住
宅
は
別
事
業
で
行
う
こ
と
と

し
、
こ
ど
も
園
と
多
世
代
交
流

セ
ン
タ
ー
の
２
施
設
を
建
設
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
さ
ら
に

今
回
、
こ
ど
も
園
は
そ
の
ま
ま

に
、
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
に

含
ま
れ
て
い
た
高
齢
者
の
ケ
ア

部
分
を
な
く
し
、
子
育
て
支
援

に
特
化
す
る
方
針
が
再
提
案
さ

れ
、
今
後
検
討
委
員
会
の
意
見

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
設
計
業

者
と
と
も
に
協
議
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

　

予
定
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
園

で
は
、
保
育
園
と
幼
稚
園
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
併
設
さ

れ
、
育
児
相
談
室
や
子
育
て
サ

ロ
ン
、
一
時
預
か
り
支
援
が
で

き
る
体
制
と
な
る
予
定
だ
。
こ

れ
ま
で
の
町
の
子
育
て
支
援

は
、
担
当
課
が
分
か
れ
て
い
る

こ
と
や
、
場
所
が
一
カ
所
で
な

い
こ
と
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て

い
た
。
平
成
30
年
度
中
完
成
を

目
標
に
、
本
年
度
に
実
施
設
計

を
発
注
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

仮設保育室を増設

　はなわこども園開園までの待機児童解
消のため、保育園に保育室を増設するた
めの補正予算が可決された。震災の仮設
住宅を利用して、約100平方メートル
の敷地に2室設置し、3月には完成させ
る計画。
現在、保育園の入園児童は定員70名に
対し、77名。待機児童は例年 10人前
後いる（現在13人）が、この仮説保育
室によって当面は解消される見込み。

塙保育園入園状況（H28.12.1現在）

０歳児１歳児２歳児３歳児 合計
入園者数 ７ ２８ １９ ２３ ７７
待機者数 ３ ２ ７ １ １３

はなわこども園
建設検討委員会立ち上げ

　12月 22日（木）、はなわこども園建
設に向け、第１回検討委員会が開催され
た。委員会メンバー15名に対し委嘱状
の交付が行われ、設計業者からこれまで
の経過と設計構想計画について説明が
あった。今後、3回のワークショップを
開催し、意見や提案を取り入れ協議が進
められていく。
委 員 長 松田　圭一 （保護者代表）
副委員長 益子　和憲 （教育委員会職員）
委　　員 鈴木　康夫 （教育委員会職員）

北郷　恭子 （塙幼稚園園長）
金澤　幸子 （常豊幼稚園教諭）
小松　　隆 （保護者代表）
鈴木　明子 （笹原幼稚園教諭）
鈴木　明好 （保護者代表）　
木田　恵子 （塙保育園園長）
髙久　譲二 （保護者代表）
西郷　桂子 （めだか保育園長）
大森　和枝 （子育てサロンスタッフ代表）
大友　彩子 （子育てサロン利用者代表）
栁沼　隆久 （商工会青年部）
南篠久美子 （商工会女性部）

（敬称略）

こども園こども園こども園
保育園＋幼稚園保育園＋幼稚園保育園＋幼稚園

多世代交流センター多世代交流センター子育て支援施設
子育て支援＋高齢者ケア子育て支援＋高齢者ケア

高齢者向け住宅
公営住宅

別事業で行うことが決定

設計業者内定

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
実
施

は
な
わ
こ
ど
も
園
建
設
検
討
委
員
会
発
足

は
な
わ
こ
ど
も
園
開
園
予
定

子育て支援に特化
提案された主な内容
高齢者対策
・見守りのある高齢者住宅整備（新設）
・デイサービスセンターの拡充
働く世代の健康対策
・住民健診の受診率向上
・健康づくり教室の開催
子育て支援対策
・幼保連携型こども園の整備（新設）
・一時預かり事業の実施
・育児相談室の設置
多世代間の交流
・多世代交流センター（新設）

開
園
ま
で
の
変
遷

実
施
設
計
発
注

大
き
く
変
更
さ
れ
た
建
設
計
画

新
し
い
子
育
て
支
援
の
場

　
　

以
前
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
提

　
　

案
さ
れ
た
建
物
は
全
部
造

る
の
か
。

　
　

概
ね
、
以
前
か
ら
計
画
さ

　
　

れ
て
い
た
建
物
を
造
る
。

こ
ど
も
園
は
従
来
通
り
、
多
世

代
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
健
診
や

一
時
預
か
り
な
ど
子
供
に
関
す

る
も
の
を
造
る
考
え
。
な
お
、

子
育
て
に
特
化
す
る
考
え
方
に

沿
っ
た
形
に
今
後
整
理
し
て
い

く
。 QQAA 質　

疑

　
　

坪
１
０
０
万
円
は
相
当
高

　
　

い
。
も
っ
と
安
価
に
で
き

な
い
か
。

　
　

分
離
発
注
を
し
て
地
元
企

　
　

業
に
お
願
い
し
た
い
。
図

面
が
で
き
た
ら
早
急
に
相
談
す

る
。

平成30年度中
○

平成28年12月
○

平成28年12月
○

平成28年２月
○

平成28年度
○

平成27年度
○

平成27年３月
○

平成27年度
○

平成26年度
○

用
地
取
得

整
備
検
討
委
員
会
発
足

建
物
を
解
体

整
備
検
討
委
員
会

報
告
書
提
出

健康福祉センター健康福祉センターはなわこども園

QQAA

　

町
は
、
少
子
高
齢
化
に
対
応
す
る
た
め
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
計
画
し
て
い
た
が
、
本
年
度
の
実
施
計
画
で
新
た
に
見
直
さ
れ
た
。

名
称
を
「
は
な
わ
こ
ど
も
園
整
備
事
業
」
と
し
、
保
育
園
と
幼
稚
園
を
統
合
し
た
こ
ど
も
園
と
一
時
預
か
り
な
ど
、
子
育
て
支
援
を

行
う
施
設
に
す
る
と
再
提
案
さ
れ
た
。
ま
た
、
12
月
議
会
で
は
、
は
な
わ
こ
ど
も
園
開
園
ま
で
の
間
、
保
育
園
の
待
機
児
童
解
消
の

た
め
仮
設
保
育
室
を
設
置
す
る
補
正
予
算
が
出
さ
れ
可
決
さ
れ
た
。
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こども園建設予定地
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―
さ
め
が
わ
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

が
誕
生
し
た
き
っ
か
け
は

　

当
時
、
鮫
川
村
に
は
１
つ
の

幼
稚
園
と
２
つ
の
保
育
園
が
あ

り
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
保
護
者
の
意
見
を

重
視
し
、
土
曜
保
育
や
一
時
預

か
り
保
育
、
保
育
園
と
幼
稚
園

の
交
流
保
育
な
ど
を
行
い
保
護

者
の
意
見
を
で
き
る
だ
け
反
映

さ
せ
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
し

た
が
、
施
設
の
老
朽
化
や
日
当

た
り
の
悪
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
と
保
育
園
そ

れ
ぞ
れ
に
子
供
を
預
け
て
い
る

保
護
者
の
方
は
、
日
々
の
送
り

迎
え
や
行
事
に
参
加
す
る
こ
と

に
と
て
も
苦
労
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
に
、
幼
稚
園
の
保
育

時
間
は
夕
方
４
時
ま
で
で
し

た
。（
預
か
り
保
育
は
制
度
化

さ
れ
て
な
か
っ
た
）
今
後
３
つ

の
施
設
を
そ
れ
ぞ
れ
に
充
実
さ

せ
る
の
は
、
村
の
財
政
か
ら
み

て
困
難
な
状
況
と
思
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
幼
稚
園
と
保
育

園
を
ひ
と
つ
に
で
き
れ
ば
、
こ

れ
を
解
決
で
き
る
の
で
は
と
思

い
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し

た
。

―
ど
う
や
っ
て
意
見
を
ま
と
め

上
げ
て
い
っ
た
の
で
す
か

　

鮫
川
村
は
、
幼
稚
園
と
保
育

園
の
人
事
交
流
が
当
た
り
前

で
、
一
緒
に
研
修
会
に
参
加
す

る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
学
習
す
る
風
土
や
意
見

を
出
し
合
う
雰
囲
気
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
の
良
さ
や
抱
え
て
い
る
問

題
点
な
ど
を
話
し
合
い
、
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
、
最
善
の
幼
児
教
育

シ
ス
テ
ム
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

を
定
期
的
に
話
し
合
い
、
自
分

た
ち
で
案
を
練
り
上
げ
て
い
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
先
進
地
の
事
例
を
研
修
し

た
り
視
察
し
た
り
も
し
ま
し

た
。

青砥ハツ子（伊香）
1948 年生まれ。福島女子短期大学保育課卒業後、
鮫川村保育所・幼稚園に勤務。2006 年より鮫川幼
稚園園長・鮫川保育園園長を兼務し、さめがわこど
もセンター設立の中心的な役割を担う。その後さめ
がわこどもセンター所長を務めた。

―
先
進
的
な
取
り
組
み
を
ど
う

進
め
て
い
か
れ
た
の
で
す
か

　

町
村
合
併
せ
ず
に
「
自
立
の

道
」
を
歩
む
こ
と
に
な
っ
て
か

ら
、
全
職
員
参
加
の
行
財
政
の

見
直
し
作
業
が
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
そ
の
時
に
、
幼
児
教

育
検
討
会
で
練
り
上
げ
た
案
を

提
出
し
ま
し
た
。
役
場
職
員
の

中
に
は
現
状
の
ま
ま
で
い
い
で

は
な
い
か
の
意
見
も
あ
り
ま
し

た
が
、
話
し
合
う
こ
と
で
理
解

し
て
頂
き
ま
し
た
。
村
長
の
後

押
し
も
あ
り
鮫
川
村
と
し
て
一

つ
の
方
向
を
向
く
こ
と
が
で

き
、
所
管
課
を
越
え
て
の
協
力

体
制
で
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

―
廃
校
に
な
っ
た
小
学
校
を
利

用
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
が

　

当
時
、
鮫
川
村
は
町
村
合
併

を
し
な
い
選
択
を
し
、
財
政
的

に
と
て
も
厳
し
い
状
況
で
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
村
民

の
方
か
ら
今
あ
る
建
物
を
使
っ

て
は
と
い
う
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
廃
校
に
な
っ
た
小

学
校
に
子
ど
も
達
を
連
れ
て
い

く
と
、
広
い
場
所
で
い
き
い
き

と
遊
ぶ
子
ど
も
達
の
姿
を
見
て

「
こ
れ
は
い
い
、
使
え
る
」
と

思
い
ま
し
た
。
改
修
に
あ
た
っ

て
は
、
村
長
が
保
育
現
場
職
員

の
考
え
を
重
視
す
る
よ
う
に

言
っ
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
設

計
図
が
で
き
て
か
ら
も
意
見
を

言
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
工
費
８
，
５
０
０
万
円
で
で

き
あ
が
り
ま
し
た
。

―
ど
の
よ
う
な
成
果
が
得
ら
れ

た
と
思
い
ま
す
か

　

保
育
者
た
ち
は
、
多
様
な
意

見
や
保
育
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、
お
互
い
に
刺
激
に
な
り
、

よ
り
よ
い
も
の
を
つ
く
り
あ
げ

よ
う
と
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て

き
ま
し
た
。
幼
稚
園
児
が
保
育

園
児
の
面
倒
を
み
よ
う
と
す
る

姿
が
見
ら
れ
た
り
、
幼
稚
園
と

保
育
園
が
共
通
の
行
事
を
す
る

こ
と
で
保
育
園
児
が
幼
稚
園
児

の
活
動
に
興
味
や
関
心
を
も
ち

憧
れ
・
目
標
に
な
り
ま
し
た
。

幼
稚
園
児
は
自
信
を
も
て
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い

ま
し
た
。保
護
者
に
と
っ
て
は
、

行
事
や
送
迎
が
一
度
で
済
む
こ

と
で
、
負
担
が
少
な
く
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

―
幼
保
一
元
化
に
大
切
な
こ
と

は
　

幼
稚
園
・
保
育
園
の
枠
に
と

ら
わ
れ
ず
子
ど
も
た
ち
の
目
線

に
立
っ
て
考
え
る
こ
と
で
す
。

さ
め
が
わ
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
で

は
、
０
歳
児
か
ら
就
学
前
ま
で

の
「
保
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を

作
成
し
計
画
や
方
針
を
確
立
し

て
い
ま
す
。
保
育
者
の
考
え
方

の
統
一
に
も
大
変
役
立
つ
も
の

で
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
ど
こ
の
市
町
村

で
も
保
育
者
の
人
数
が
少
な
い

こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
が
減
少
し
続
け
、

始
め
た
時
期
か
ら
正
職
員
と
し

て
幼
児
教
育
の
職
員
を
採
用
し

な
く
な
っ
た
傾
向
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
保
育
者
の
身
分

を
保
障
し
な
い
で
保
育
の
質
の

向
上
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

―
最
後
に
塙
町
の
こ
ど
も
園
に

つ
い
て

　

町
の
大
切
な
お
金
を
使
っ
て

つ
く
ら
れ
る
施
設
で
す
。
子
ど

も
た
ち
や
保
護
者
の
状
況
を
熟

知
し
て
い
る
関
係
者
の
意
見
を

尊
重
し
、
ぜ
ひ
塙
町
な
ら
で
は

の
幼
児
教
育
施
設
を
つ
く
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
保
育
現

場
か
ら
の
声
も
た
く
さ
ん
届
け

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
同
一

施
設
に
ま
と
め
て
も
、
共
通
し

た
保
育
理
念
が
な
け
れ
ば
幼
稚

園
、
保
育
園
そ
れ
ぞ
れ
に
マ
イ

ナ
ス
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

建
物
あ
り
き
で
は
な
く
、
誰
の

た
め
の
施
設
か
を
考
え
、
十
分

に
検
討
し
た
子
育
て
方
針
を

も
っ
て
、
よ
り
よ
い
こ
ど
も
園

を
作
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。

「
保
育
一
元
化
」は

　
　
　

保
育
現
場
の
声
が
大
事

　

国
は
近
年
、
幼
稚
園
と
保
育
園
を
一
元
的
に
扱
う
認
定
こ
ど
も
園
を
推
進
し
て
い
る
。
さ
め
が

わ
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
は
、
国
が
推
進
す
る
以
前
か
ら
幼
稚
園
と
保
育
園
を
同
敷
地
内
で
一
体
的
に

行
う
運
営
を
し
て
お
り
、
幼
保
一
元
化
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
た
。
幼
稚
園
と
保
育
園
が
互
い
の

垣
根
を
越
え
て
取
り
組
む
保
育
が
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。

元
さ
め
が
わ
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
長
に
聞
く

青

砥

ハ

ツ

子

保
育
方
針
が
大
切

一
致
団
結
！

課
を
飛
び
越
え
た
協
力
体
制

　施設開園までの取り組みをまとめた「さめが
わこどもセンター誕生物語“幼保一元”と過疎
の村の選択」を発行。（ひとなる書房）

　さめがわこどもセンターは、平成
15年 3月に廃校となった旧西野小学
校校舎を活用し、幼保一体化施設と
して平成16年 8月から整備し、平成
17年 3月に完成した施設。施設には、
保育園と幼稚園、子育て支援センター
が整備され、平成17年 4月から運営
を開始した。

保
育
者
意
見
の
反
映
を

さん

危
機
感
を
感
じ

　
　

保
育
者
が
奮
起

Interview



就学前の新たな選択肢

認定こども園とは

　認定こども園は、少子化や家庭環境の

変化に伴い、保護者や地域の多様化する

ニーズに応えるため、平成１８年１０月に

創設され、以下の２つの機能を備えたも

の。

(1) 就学前の子どもに幼児教育・保育を

　提供する機能

　※満３歳未満の保育を必要とする子ど

　　も

(2) 地域における子育て支援を行う機能

　（子育て家庭を対象に、子育て不安に

　対応した相談活動や、親子の集いの場

　の提供などを行う）

 を備える施設をいう。

　認定こども園の普及より、下記のよう

な効果が期待されている。

　・保護者の就労の有無にかかわらず施

　　設の利用が可能

　・適切な規模の子どもの集団を保ち、

　　子どもの育ちの場を確保

　・待機児童の解消

　・地域の子育て支援の充実

出典：内閣府ホームページ

 （http://www8.cao.go.jp/shoushi/kodomoen/gaiyou.html）

就学前の教育・保育を一体として捉え、
一貫して提供する枠組み

就学前の子どもに
幼児教育・保育を提供

地域における
子育て支援

保護者が働いている、い
ないにかかわらず受け入
れて、教育・保育を一体
的に実施

すべての子育て家庭を
対象に、子育て不安に
対応した相談活動や、
親子の集いの場の提供
などを実施

認可・認定

幼稚園 保育所

●幼児教育
●３歳～就学前の子ども

●保育
●０歳～就学前の保育が
　必要な子ども機能

付加
機能
付加

質
問　

学
校
給
食
食
材
の

購
入
方
法
は
。

答
弁　

町
内
業
者
な
ど
か

ら
見
積
り
を
取
り
、
安
い

と
こ
ろ
か
ら
購
入
し
て
い

る
。

質
問 

食
の
安
心
安
全
は

確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

答
弁　

購
入
時
に
、
生
産

日
と
産
地
の
報
告
を
義
務

付
け
て
い
る
が
、
市
場
を

通
っ
た
も
の
に
問
題
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。
町
内

産
の
食
材
は
、
放
射
能
検

査
を
確
認
し
て
い
る
。　

質
問 

 

道
の
駅
農
産
物

直
売
所
か
ら
、
食
材
を
購

入
し
て
欲
し
い
と
要
望
が

あ
っ
た
が
、
ど
う
考
え
る

か
。

答
弁　

地
元
産
は
優
先
し

た
い
。
必
要
量
な
ど
年
間

計
画
を
立
て
、
供
給
が
可

能
な
の
か
協
議
し
て
い
き

た
い
。

質
問　

給
食
費
無
料
化
を

進
め
る
と
い
う
が
、
学
校

給
食
審
議
会
で
そ
の
よ
う

な
話
が
さ
れ
た
の
か
。

答
弁　

こ
れ
ま
で
無
料
化

の
話
は
で
て
い
な
い
。

質
問　

無
料
化
に
あ
た
っ

て
は
振
興
計
画
に
計
上

し
、
進
め
る
と
言
っ
て
い

た
が
、
計
上
さ
れ
て
い
な

い
。
実
施
し
な
い
の
か
。

答
弁　

ぜ
ひ
実
現
し
た

い
。
計
画
に
は
何
ら
か
の

形
で
載
せ
た
か
っ
た
が
、

給
食
費
と
し
て
歳
入
が
減

少
す
る
だ
け
な
の
で
、
振

興
計
画
の
書
式
上
、
無
料

化
を
示
す
内
容
が
載
っ
て

こ
な
か
っ
た
。

質
問　

基
本
的
考
え
が
あ

い
ま
い
で
あ
る
。
こ
ど
も

園
建
設
は
も
っ
と
検
討
し

て
か
ら
実
施
す
べ
き
で
は
。

答
弁　

基
本
設
計
が
出
来

て
か
ら
検
討
す
る
。
平
成

30
年
度
中
の
開
園
を
目
指

し
て
い
る
。

質
問　

基
本
設
計
が
で
き

て
か
ら
で
は
遅
い
。
十
分

検
討
し
て
か
ら
建
設
に
取

り
掛
か
っ
て
は
。

答
弁　

現
施
設
は
老
朽
化

し
て
い
る
。
一
日
も
早
く

建
設
し
た
い
。

質
問　

委
託
業
者
か
ら
の

提
案
だ
け
で
進
め
る
と
建

設
費
が
増
大
し
や
す
い
と

聞
く
。
十
分
に
検
討
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答
弁　

建
設
費
の
圧
縮
、

維
持
管
理
の
削
減
を
図
り

設
計
を
し
た
い
。

質
問　

町
内
就
職
者
な
ど

を
対
象
に
、
返
済
不
要
の

給
付
型
奨
学
金
を
取
り
入

れ
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁　

財
源
や
対
象
者
の

選
定
を
初
め
と
す
る
諸
課

題
が
あ
る
の
で
検
討
が
必

要
。

質
問  

な
ぜ
廃
止
か
。

答
弁　

施
設
老
朽
化
、
費

用
対
効
果
、
特
に
、
管
理

者
の
高
齢
化
な
ど
か
ら
判

断
し
た
。

質
問　

こ
れ
ま
で
利
用
者

を
増
や
す
方
策
を
と
っ
て

き
た
の
か
。

答
弁　

自
主
展
示
会
な
ど
、

毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み

を
し
て
い
る
。

質
問　

地
元
へ
の
説
明
は
。

答
弁  

ま
だ
し
て
い
な
い
。

今
後
協
議
し
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

学校給食の地産地消の取り組みは
　　　　新たな供給体制を協議

町の考えを問う

鈴木　安次

給
食
費
無
料
化

嘘をつかない政治が、町民に
信頼される近道である。ゴマ
カシのない、心のこもった自
らの言葉で発信すべきである。

一
般
質
問
と
は

　

議
会
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
町
の
行
財
政
の
運
営
を
監
視

す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

一
般
質
問
は
、
そ
の
議
会
を
構
成
す
る
議
員
に
与
え
ら
れ
た
権
利
で
す
。

町
の
事
務
の
執
行
状
況
や
町
の
将
来
へ
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
報
告
や

説
明
を
町
長
に
求
め
ま
す
。
町
民
の
た
め
の
適
切
な
町
政
運
営
が
進
め

ら
れ
て
い
る
か
、
質
問
す
る
も
の
で
す
。

こ
ど
も
園
建
設
、

慎
重
な
検
討
を

子ども達がすくすく育つ環境づくりを

給
付
型
奨
学
金
導
入

あ
ぶ
く
ま
高
原

美
術
館
廃
止
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町
政
を
た
だ
す

町
政
を
た
だ
す

町
政
を
た
だ
す

鈴
木　

安
次 

・
給
食
費
無
料
化

・
こ
ど
も
園
建
設

・
給
付
型
奨
学
金

・
あ
ぶ
く
ま
高
原
美
術
館
廃
止

鈴
木　

茂

・
子
ど
も
の
教
育

・
農
業
の
担
い
手
と
特
産
品

下
重　

義
人

・
工
業
団
地
の
ア
ク
セ
ス
道
路

・
予
防
接
種
事
業
及
び
野
生
動
物
媒
介
に
よ
る

　

病
気

・
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
花

吉
田　

克
則

・
行
財
政
改
革

・
風
評
被
害
払
拭

・
原
発
事
故
の
損
害
賠
償
請
求

七
宮　

広
樹

・
敬
老
会

割
貝　

寿
一

・
副
町
長
の
不
在

・
給
食
費
無
料
化

・
旧
薩
摩
酒
造
跡
地
利
用

高
縁　

光

・
原
発
事
故
の
放
射
能
線
量
推
移

・
町
の
情
報
公
開
の
在
り
方

・
茨
城
県
の
風
力
発
電
計
画
の
対
応

そ
の
他
の
一
般
質
問

　

一
般
質
問
は
こ
の
ほ
か
、小
林
達
信
議
員（
少

子
化
対
策
に
つ
い
て
）
が
行
い
ま
し
た
。



鈴木　　茂

質
問　

生
ま
れ
育
っ
た
地

域
に
残
り
た
い
と
思
う
子

ど
も
達
を
育
て
な
け
れ
ば

町
の
人
口
減
少
は
防
げ
な

い
。
そ
の
よ
う
な
子
ど
も

を
育
て
る
教
育｢

仮
称
里

育｣

を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
行
く
の
か
。

答
弁　

進
ん
で
学
び
夢
を

実
現
で
き
る
人
材
の
育

成
、
町
を
誇
り
に
思
い
強

く
優
し
い
心
の
育
成
、
古

里
に
親
し
み
心
を
潤
す
文

化
の
信
仰
と
伝
承
に
つ
い

て
推
進
し
て
い
る
。
ま
た

い
ろ
い
ろ
な
科
に
よ
り
町

の
現
状
や
良
さ
に
つ
い
て

学
ば
せ
、
地
域
の
人
と
の

交
流
も
進
め
て
お
り
一
人

で
も
町
を
好
き
に
な
り
地

域
に
残
り
た
い
子
ど
も
を

育
て
て
行
き
た
い
。

質
問　

小
中
学
校
で
地
域

を
理
解
す
る
た
め
の
授
業

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
教

え
て
い
る
か
。

答
弁　

小
学
校
は
、
総
合

の
時
間
で
、
町
の
自
然
や

特
産
物
に
つ
い
て
の
調

査
、
栽
培
体
験
、
福
祉
施

設
の
訪
問
、
川
や
水
田
の

中
の
生
き
も
の
の
調
査
、

地
域
の
歴
史
の
調
査
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

　

中
学
校
で
は
、
林
業
関

係
の
講
演
や
ダ
リ
ア
摘
み

体
験
、
町
内
事
業
所
や
福

祉
施
設
の
職
場
体
験
、
将

来
の
職
業
に
つ
い
て
の
意

見
発
表
を
さ
せ
て
い
る
。

質
問　

子
ど
も
達
の
心
に

残
る
取
り
組
み
を
し
て
も

ら
い
た
い
が
。

答
弁　

先
進
的
な
事
例
を

学
校
に
紹
介
し
て
取
り
組

み
た
い
。

質
問　

教
育
長
の
学
校
訪

問
が
な
ぜ
遅
れ
た
の
か
。

答
弁　

教
育
委
員
と
一
緒

に
訪
問
す
る
こ
と
や
行
事

が
多
か
っ
た
た
め
で
あ

る
。
今
後
は
学
校
の
現
状

を
し
っ
か
り
把
握
し
た
い
。

質
問　

学
力
向
上
の
具
体

策
は
。

答
弁　

指
導
主
事
、
学
力

向
上
推
進
会
議
、
教
育
推

進
員
制
度
、
授
業
研
究
会

の
開
催
な
ど
で
教
員
の
指

導
力
の
向
上
に
つ
と
め
た

い
。
ま
た
、
幼
稚
園
、
小

学
校
、
中
学
校
の
連
携

を
図
り
、「
つ
な
ぐ
教
育
」

を
行
い
た
い
。
さ
ら
に
、

読
書
習
慣
形
成
に
向
け
た

環
境
づ
く
り
の
推
進
。
土

曜
授
業
を
実
施
し
、
決
め

細
か
い
学
習
支
援
を
行
い

学
力
の
向
上
を
図
り
た
い
。

質
問　

今
ま
で
以
上
の
新

し
い
取
り
組
み
が
必
要
と

思
う
が
。

答
弁　

今
ま
で
の
こ
と
を

反
省
し
て
進
め
て
行
き
た

い
。

質
問　

子
ど
も
達
の
長
距

離
走
の
底
上
げ
を
図
る
べ

き
と
思
う
が
。

答
弁　

い
ろ
い
ろ
な
対
策

を
練
っ
て
長
距
離
走
を
含

め
体
力
全
般
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
向
上
さ
せ
た
い
。

質
問　

特
産
品
の
生
産
を

増
や
す
た
め
の
多
目
的
汎

用
コ
ン
バ
イ
ン
を
導
入
し

て
は
ど
う
か
。

答
弁　

導
入
は
考
え
て
い

な
い
が
、
補
助
金
に
つ
い

て
は
考
え
た
い
。

質
問　

若
い
人
や
、
50
才

か
ら
60
才
ぐ
ら
い
ま
で
の

人
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
タ

イ
プ
が
違
う
町
独
特
の
新

規
就
農
支
援
金
制
度
を
創

設
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

ぜ
ひ
検
討
し
た
い
。

県内に子どもの教育で活気づい
ている2つの町がある。まさに
現代版｢米百表の精神｣である。
特別な能力を持つ子ども達に
よって町が救われるかもしれない。

中学校2年生が体験学習として職場体験

「
町
の
宝
」で
あ
る
、子
ど
も
達
の
教
育
は

　
　

き
め
細
や
か
な
取
り
組
み
で
成
果
を

担
い
手
と

　

特
産
品
拡
大

町
の
考
え
を
問
う

質
問　

工
業
団
地
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
の
安
全
性
は

保
た
れ
て
い
る
か
。

答
弁　

林
間
工
業
団
地
に

関
し
て
は
、
北
野
松
岡
線

お
よ
び
上
福
沢
線
が
あ
る

が
、
町
道
塙
棚
倉
線
は
幅

員
が
狭
く
、
多
く
の
大
型

車
が
通
行
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
危
険
性
が
高
い

と
認
識
し
て
い
る
。
子
供

た
ち
の
通
学
路
は
、
農
道

を
利
用
し
て
い
る
。

質
問　

今
後
、
塙
小
学
校

と
常
豊
小
学
校
が
統
合
さ

れ
た
場
合
、
通
学
は
ど
う

な
る
の
か
。

答
弁　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
や

福
島
交
通
バ
ス
を
利
用
し

て
安
全
な
ル
ー
ト
を
保
護

者
の
皆
様
と
検
討
し
て
い

き
た
い
。

質
問　

笹
原
地
区
、
常
豊

地
区
の
発
展
の
た
め
に
も

道
路
が
必
要
で
は
な
い

か
。

答
弁　

塙
大
津
港
線
の
場

合
、
上
町
地
内
で
災
害
が

発
生
し
た
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
北
野
松
岡
線
を
Ｊ
Ｒ

水
郡
線
を
ま
た
い
で
国
道

１
１
８
号
線
に
つ
な
ぐ
案

も
考
え
ら
れ
る
。
県
と
共

に
検
討
し
た
い
。

質
問　

麻
疹
に
対
す
る
予

防
は
万
全
か
。

答
弁　

塙
町
の
子
ど
も
は

90
％
以
上
の
人
が
予
防
接

種
を
う
け
て
い
る
の
で
、

あ
る
程
度
予
防
さ
れ
て
い

る
。

質
問　

野
生
動
物
お
よ
び

蚊
な
ど
が
媒
介
し
た
よ
う

な
病
気
の
事
例
は
な
か
っ

た
の
か
。

答
弁　

事
例
は
な
か
っ
た

が
、
タ
ヌ
キ
な
ど
が
媒
介

す
る
疥
癬
症
・
小
さ
な
ヒ

ゼ
ニ
ダ
ニ
が
寄
生
す
る
皮

膚
病
が
あ
る
の
で
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質
問　

休
耕
田
を
利
用
し

た
花
づ
く
り
を
。

答
弁　

景
観
を
考
え
て
、

菜
の
花
、
蓮
の
花
な
ど
が

最
適
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
菜
の
花
畑
、
蓮
田

が
実
現
し
た
場
合
、
道
路

の
整
備
、
Ｐ
Ｒ
用
の
看
板

も
考
え
た
い
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

工業団地へのアクセス道路を今後どう考える
 　　　　　県と共に検討していきたい

町の考えを問う

下重　義人

道幅が狭く、大型車の通行もあるアクセス道路

町の政策がこれで正しいの
か、議員ながらいつも心に
思う。

予
防
接
種
事
業
及
び

野
生
動
物
が
媒
介
す
る

よ
う
な
病
気
の
対
策
は

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が

図
ら
れ
る
花
は
な
い
の
か



町
の
考
え
を
問
う

吉田　克則

質
問　

町
長
は
９
月
議
会

に
て
、
町
財
政
の
経
常
収

支
比
率
が
悪
化
し
て
い
る

た
め
、
思
い
切
っ
た
「
行

財
政
運
営
の
抜
本
的
改

革
」
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
挨
拶
さ
れ
た
が

ど
の
様
に「
行
財
政
改
革
」

を
進
め
て
い
く
の
か
。

答
弁　

町
長
を
本
部
長
と

し
、
各
課
等
の
長
を
も
っ

て
組
織
す
る
行
財
政
改

革
推
進
本
部
を
組
織
す

る
。
実
質
的
な
調
査
、
検

討
、
原
案
策
定
は
係
長
ク

ラ
ス
を
中
心
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、 

町
政
に
優
れ
た
見
識
を
有

す
る
団
体
の
長
や
学
識
経

験
者
で
構
成
す
る
行
財
政

改
革
推
進
委
員
会
を
組
織

し
、
行
財
政
改
革
推
進
本

部
か
ら
の
行
財
政
改
革
大

綱
案
の
諮
問
に
答
申
を
す

る
。
町
づ
く
り
会
議
（
仮

称
）
を
設
置
し
町
民
か
ら

30
人
程
度
公
募
し
て
町
民

の
声
を
反
映
さ
せ
て
い
き

た
い
。

質
問　

原
発
事
故
に
伴
う

農
産
物
の
風
評
被
害
払
拭

に
つ
い
て
町
長
就
任
以
来

ど
の
様
な
取
り
組
み
を
し

て
き
た
の
か
。

答
弁　

都
市
交
流
先
で
の

農
産
物
、
物
産
品
の
販
売

を
継
続
し
て
実
施
。
コ
メ

の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
東
京
葛
飾

で
新
米
フ
ェ
ア
を
開
催

す
る
な
ど
風
評
被
害
払

拭  

に
向
け
て
取
り
組
み

を
し
た
。
ま
た
、
は
な
わ

の
ダ
リ
ア
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
、
今
年
新
た
に
池
袋
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
で
３
日
間
Ｐ

Ｒ
活
動
を
行
っ
た
。

  

農
産
品
安
全
性
の
Ｐ
Ｒ

と
し
て
、
体
験
ツ
ア
ー
の

収
穫
体
験
や
コ
メ
の
全
袋

検
査
場
を
見
て
い
た
だ
い

て
帰
っ
て
か
ら
安
全
性
を

広
め
て
い
た
だ
く
取
り
組

み
も
実
施
し
た
。

質
問　

都
市
と
の
交
流
先

で
あ
る
練
馬
区
・
葛
飾
区

の
学
校
給
食
に
塙
町
産
米

を
食
べ
て
も
ら
う
取
り
組

み
は
出
来
な
い
か
。

答
弁　

機
会
を
つ
く
り
両

区
に
進
言
し
て
い
き
た

い
。

風評被害払拭の妙薬が開発され

ればと何時も考えています。

質
問　

被
害
が
出
て
い
る

限
り
損
害
賠
償
を
求
め
て

い
く
こ
と
が
当
然
と
思
う

が
。

答
弁　

原
発
事
故
で
被
害

が
生
じ
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
請
求
は
当
然
と

思
う
。
必
要
な
措
置
な
ど

は
、
町
と
し
て
も
対
応
を

考
え
て
行
き
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問 池袋サンシャインで行われたはなわダリアのPR活動

ど
う
進
め
る
、
行
財
政

　
　
　

改
革
大
綱
を
策
定
す
る

風
評
被
害
払
拭
の

取
り
組
み
は

質
問　

区
主
催
で
行
っ
て

い
る
矢
塚
地
区
と
、
そ
れ

以
外
の
区
を
対
象
と
す
る

塙
地
区
の
敬
老
会
が
あ
る

が
、
現
状
を
ど
う
把
握
し

て
い
る
か
。

答
弁　

矢
塚
区
の
敬
老
会

は
招
待
者
全
員
が
出
席

し
、
心
の
こ
も
っ
た
温
か

い
雰
囲
気
の
中
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い

た
。
ま
た
、
塙
地
区
の
敬

老
会
は
悪
天
候
で
空
席
も

目
立
ち
、
式
典
時
間
も
多

少
長
く
感
じ
、
招
待
者
中

心
の
敬
老
会
と
は
言
い
難

い
感
じ
を
受
け
た
。

質
問　

塙
地
区
式
典
の
出

席
率
は
、
対
象
者
の
２
割

弱
で
あ
っ
た
。
敬
老
会
を

軽
視
し
改
善
を
し
て
こ
な

か
っ
た
か
ら
で
は
な
い

か
。

答
弁　

敬
老
会
を
軽
視
し

て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

招
待
者
が
楽
し
く
過
ご
せ

る
こ
と
を
取
り
入
れ
な
が

ら
進
め
て
き
た
が
、
全
国

的
に
も
敬
老
会
の
参
加
者

が
少
な
い
傾
向
に
あ
り
、

今
後
の
敬
老
事
業
を
ど
う

行
っ
て
い
く
か
見
直
し
が

必
要
と
感
じ
た
。

質
問　

今
後
経
費
の
見
直

し
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
弁　

主
催
を
町
か
ら
区

に
移
行
す
る
こ
と
を
振
興

計
画
に
計
上
し
た
。
経
費

の
見
直
し
も
図
り
た
い
。

質
問　

平
成
29
年
度
か

ら
、
町
か
ら
区
に
敬
老
会

の
開
催
を
移
行
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
町
の
今
後
の

対
応
は
。

答
弁　

自
主
的
に
区
で
敬

老
会
事
業
を
開
催
し
て
い

た
だ
く
。
区
内
の
80
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
一
人

３
，
０
０
０
円
の
補
助
金

を
交
付
し
、
行
政
区
の
対

応
に
任
せ
て
い
く
。

質
問　

計
画
を
実
施
す
る

に
あ
た
り
、
高
齢
者
の
意

見
の
把
握
と
、
住
民
へ
の

説
明
は
。

答
弁　

平
成
29
年
度
の
予

算
可
決
後
に
、
行
政
区
長

会
と
協
議
を
進
め
、
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
の
調
査
を
行

い
意
見
を
把
握
し
、
町
民

に
理
解
を
求
め
て
い
く
。

質
問　

敬
老
会
の
主
催
を

町
か
ら
区
へ
移
行
す
る
こ

と
で
、
削
減
は
ど
の
く
ら

い
に
な
る
の
か
。

答
弁　

３
６
０
万
円
程
の

経
費
が
削
減
で
き
る
。

質
問　

各
自
治
体
で
普
及

が
進
む
救
急
時
に
命
を
守

る
手
助
け
に
な
る　

「
救

急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
を

当
町
で
も
高
齢
者
の
一
人

暮
ら
し
の
世
帯
か
ら
配
布

を
始
め
、
町
内
全
戸
に
配

布
す
る
こ
と
を
ぜ
ひ
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
が
。

答
弁　

ぜ
ひ
、
町
内
全
戸

に
配
布
で
き
る
よ
う
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

原
発
事
故
の

　

損
害
賠
償
請
求

町内の75歳以上の方が招待される敬老会

今後の敬老会は

　　　町から区に移行する

町の考えを問う

七宮　広樹

更に重責を担う行政区長

　

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
…

一
人
暮
ら
し
や
家
族
の
い
な

い
と
き
に
急
病
で
倒
れ
て
し

ま
っ
た
場
合
、
救
急
車
を
呼

ぶ
こ
と
ま
で
は
で
き
た
と
し

て
も
、
病
気
暦
、
持
病
、
血

液
型
又
、
ど
ん
な
薬
を
飲
ん

で
い
る
か
、緊
急
通
報
先
等
々

の
情
報
を
救
急
隊
員
に
確
実

に
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

？

？

？
　

経
常
収
支
比
率
…
人
件

費
、
扶
助
費
、
公
債
費
な
ど

義
務
的
性
格
の
経
常
経
費

に
、
町
税
、
地
方
交
付
税
な

ど
の
経
常
的
一
般
財
源
が
ど

の
程
度
充
て
ら
れ
て
い
る
か

を
表
わ
す
指
標
。町
村
で
は
、

70
％
程
度
が
妥
当
と
さ
れ
て

い
る
が
、
平
成
27
年
度
、
本

町
で
は
93
％
で
あ
っ
た
。
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町
の
考
え
を
問
う

割貝　寿一

質
問　

７
月
15
日
、
町
長

就
任
後
、
議
会
に
副
町
長

が
欠
席
と
な
っ
て
い
る
が

選
任
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答
弁　

平
成
29
年
４
月
１

日
就
任
を
目
途
に
人
選
を

進
め
た
い
。

質
問　

副
町
長
不
在
で
業

務
に
支
障
は
な
か
っ
た

か
。

答
弁　

で
き
る
限
り
一
人

で
や
っ
て
き
た
。
副
町
長

が
就
任
し
た
際
に
は
、
内

部
は
副
町
長
に
任
せ
、
外

交
に
力
を
い
れ
た
い
。

質
問　

給
食
費
無
料
を
望

ん
で
い
る
保
護
者
は
ど
の

く
ら
い
い
る
の
か
。ま
た
、

塙
町
よ
り
財
政
が
豊
か
な

自
治
体
は
他
に
多
く
あ
る

が
、無
料
化
し
て
い
な
い
。

給
食
費
一
食
３
０
０
円
は

原
価
で
あ
る
。
ま
わ
り
を

見
て
も
支
払
に
苦
労
し
て

い
る
と
は
見
受
け
ら
れ
な

い
。
給
食
費
収
入
は
、
年

間
３
８
０
０
万
、
10
年
で

３
憶
８
０
０
０
万
円
に
も

な
る
。
も
っ
と
慎
重
に
検

討
す
べ
き
。

答
弁　

選
挙
運
動
中
、
若

い
お
母
さ
ん
方
と
話
す
機

会
が
あ
っ
た
。
多
く
の
家

庭
は
夫
婦
共
働
き
で
生
活

す
る
現
状
で
あ
り
、
年
間

の
給
食
費
の
６
万
円
弱
が

あ
れ
ば
、
子
ど
も
を
塾
に

入
れ
た
り
、
他
の
こ
と
を

し
て
や
れ
る
と
の
意
見
で

あ
っ
た
。
こ
の
町
に
住
む

魅
力
は
何
か
。
医
療
費
18

歳
以
下
無
料
、
保
育
料
、

給
食
費
無
料
化
と
、
町
が

負
担
す
る
こ
と
で
若
い
人

た
ち
に
住
む
こ
と
を
選
択

し
て
も
ら
う
。さ
ら
に
は
、

定
住
化
の
手
段
と
し
て
住

宅
の
場
を
提
供
す
る
。
給

食
費
無
料
は
、
県
内
３
カ

所
で
実
施
し
て
い
る
。
矢

祭
町
は
半
分
負
担
、
他
に

条
件
付
き
の
例
も
多
々
あ

る
。
郡
内
に
先
が
け
て
実

施
す
る
考
え
で
あ
る
。
他

町
村
も
追
従
し
て
く
る
と

思
う
。

質
問　

東
白
衛
生
組
合
の

最
終
処
分
場
造
成
に
よ
る

土
を
大
量
に
旧
薩
摩
酒
造

跡
地
に
運
ん
で
い
る
が
、

他
に
計
画
が
あ
る
か
。

答
弁　

旧
薩
摩
酒
造
南
側

で
、
ア
ク
セ
ス
道
路
か
ら

20
ｍ
す
り
ば
ち
状
に
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
に
敷
地
が

あ
る
。
土
地
の
利
活
用
は

難
し
い
所
。
衛
生
組
合
の

土
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で

１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
平
場
が

可
能
に
な
る
た
め
企
業
誘

致
の
場
所
と
し
て
検
討
し

て
い
る
。 副町長の早期就任を願う

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

副
町
長
の
不
在
ど
う
す
る

　

４
月
１
日
就
任
を
目
途
に
進
め
て
い
る

給
食
費
無
料
化

質
問　

原
発
事
故
に
よ
る

焼
却
灰
の
放
射
能
線
量
の

推
移
は
。

答
弁　

原
発
事
故
後
の
９

月
時
点
は
８
８
０
ベ
ク

レ
ル
、
平
成
25
年
11
月
に

１
１
７
ベ
ク
レ
ル
、
平
成

28
年
11
月
で
４
０
ベ
ク
レ

ル
と
な
り
、
大
幅
に
減
少

し
て
い
る
。

質
問　

処
分
場
の
排
水
検

査
は
し
て
い
る
の
か
。
検

査
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

放
射
能
の
推
移
は
。

答
弁　

排
水
の
放
射
能
検

査
は
、
定
期
的
に
検
査
を

実
施
し
て
い
る
。
原
発
事

故
直
後
の
８
月
時
点
で
は
、

検
出
さ
れ
ず
。
平
成
25
年

に
３
．
９
ベ
ク
レ
ル
、
平

成
28
年
11
月
で
７
．
４
ベ

ク
レ
ル
で
、
非
常
に
小
さ

な
値
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

現
在
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
る
一
般
廃
棄
物

処
理
場
工
事
並
び
に
排
水

計
画
は
。

答
弁　

一
般
廃
棄
物
処

理
場
第
２
期
分
の
建
設

工
事
は
、
現
在
の
最
終

処
分
場
に
隣
接
し
て
い

る
塩
沢
地
内
で
行
っ
て
い

る
。
埋
め
立
て
の
面
積

は
、
６
７
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
、
埋
め
立
て
容
量

２
万
８
２
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
。
処
分
場
の
使
用
期

間
は
平
成
30
年
か
ら
20
年

間
を
予
定
し
て
い
る
。

　

排
水
計
画
は
、
水
処
理

方
式
及
び
汚
泥
処
理
方
式

で
行
う
。
排
水
路
を
経
由

し
て
渡
良
瀬
川
に
放
流
す

る
予
定
。

質
問　

国
保
の
運
営
や
、

町
内
の
風
力
発
電
の
情
報

公
開
が
こ
ば
ま
れ
た
。
町

は
町
民
に
情
報
を
多
く
開

示
す
べ
き
と
思
う
が

答
弁　

国
保
運
営
は
、
諮

問
前
だ
っ
た
た
め
情
報
提

供
が
出
来
ず
、
風
力
発
電

に
つ
い
て
は
、
県
の
管
轄

で
あ
る
と
い
う
説
明
を
し

た
。公
開
で
き
る
も
の
は
、

一
定
の
手
続
き
に
よ
り
開

示
請
求
で
き
る
。

質
問　

風
力
発
電
設
備
に

囲
ま
れ
る
と
騒
音
な
ど
影

響
が
で
る
。
町
内
は
大
丈

夫
か
。

答
弁　

配
置
計
画
は
、
必

要
な
施
設
及
住
居
な
ど
か

ら
８
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上

の
隔
離
を
確
保
し
た
計
画

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
該

当
す
る
住
居
は
町
内
に
な

い
。

質
問　

風
力
発
電
事
業
に

と
も
な
う
工
事
や
道
路
な

ど
の
災
害
の
対
応
は
。

答
弁　

原
則
、
事
業
者
の

対
応
と
な
る
。
町
道
部
分

に
関
し
て
は
、
事
業
者
と

協
議
を
し
て
い
く
。

茨
城
県
の
風
力
発

電
計
画
の
対
応

町
の
情
報
公
開
の

在
り
方

給食センターでは一日約900食をつくる

一般廃棄物処理場第2期分は、最終処分場に隣接した場所に建設中

旧
薩
摩
酒
造

　

跡
地
の
利
用

原発事故後の放射能の推移は
　　　　大幅に減少している

町の考えを問う

高縁　　光

荒廃する農地。

中小農家の弱体化。

寂しさを感じる
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金
は
、
一
般
家
庭
で
言
え

　
　

ば
貯
金
に
あ
た
る
も
の

で
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
の

大
切
な
お
金
と
し
て
蓄
え
て
お

く
も
の
や
旅
行
積
立
の
よ
う
に

あ
る
目
的
の
た
め
積
立
し
て
い

る
も
の
な
ど
が
あ
る
。(

下
表

参
照)

　

こ
れ
ら
基
金
の
う
ち
財
政
調

整
基
金
は″
い
ざ
と
い
う
時
の

た
め
〞
の
貯
金
で
、
各
自
治
体

に
不
測
の
事
態
が
起
こ
っ
て
も

住
民
が
困
ら
な
い
よ
う
に
、
法

律
で
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
。
ま
さ
に
、
貯
金
の
中
の

貯
金
で
あ
る
。
本
町
の
財
政
調

整
基
金
の
額
は
、
平
成
27
年
度

末
で
約
13
億
円
、
基
金
総
額
の

約
半
分
を
占
め
る
。そ
も
そ
も
、

財
政
調
整
基
金
は
、
翌
年
度
繰

越
金
（
収
入
支
出
差
引
額
）
の

２
分
の
１
以
上
を
積
み
立
て
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
規
定
に
な
っ

て
お
り
、
使
わ
な
け
れ
ば
毎
年

増
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

　
　

般
家
庭
で
の
家
計
維
持
の

　
　

原
則
は
「
入
る
を
量
り
て

出
づ
る
を
制
す
」と
い
わ
れ
る
。

収
入
の
範
囲
内
で
支
出
す
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
災
害
や
病
気

な
ど
一
時
的
な
多
額
の
支
出
に

対
応
す
る
た
め
に
は
貯
金
が
必

要
で
あ
り
、
こ
れ
は
多
け
れ
ば

多
い
ほ
ど
よ
い
。
こ
れ
を
国
や

地
方
自
治
体
の
財
政
に
も
当
て

出
づ
る
を
量
り
て
入
る
を
制
す

は
め
る
べ
き
と
い
う
考
え
も
あ

る
が
、
そ
も
そ
も
税
金
は
住
民

に
と
っ
て
必
要
な
分
だ
け
徴
収

す
る
の
が
原
則
で
あ
っ
て
、
そ

の
負
担
配
分
を
決
め
る
の
が
政

治
の
重
要
な
役
割
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。
必
要
な
時
に
必
要
な

額
を
集
め
る
と
い
う
考
え
方
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
税
金
や

会
費
な
ど
で
運
営
す
る
団
体
は

「
出
づ
る
を
量
り
て
入
る
を
制

す
」
が
原
則
と
い
え
る
。
現
実

に
は
、
急
に
税
金
を
上
げ
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
、
不
測
の

事
態
に
備
え
る
た
め
に
一
定
規

模
の
蓄
え
は
必
要
と
な
っ
て
く

る
。

　
　

れ
で
は
、
財
政
調
整
基
金

　
　

は
い
く
ら
あ
れ
ば
安
心
な

の
か
。

　

平
成
28
年
９
月
定
例
会
一
般

質
問
で
「
私
も
当
初
か
ら
10
億

を
超
え
る
金
額
が
あ
れ
ば
、
基

本
的
に
は
安
全
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
」
と
町
長
が
答
弁
し
て

い
る
よ
う
に
10
億
円
を
一
つ
の

目
安
と
し
て
積
み
立
て
て
き

た
。

　

一
方
で
、
財
政
調
整
基
金
の

額
は
標
準
財
政
規
模
の
10
％
程

度
が
適
正
と
し
て
い
る
例
が
多

い
。
こ
れ
を
本
町
に
当
て
は
め

る
と
平
成
27
年
度
に
お
け
る
財

政
調
整
基
金
の
適
正
規
模
は
約

４
億
円
と
な
る
が
、
現
積
立
額

は
そ
の
約
３
倍
に
な
っ
て
い

る
。

　

郡
内
町
村
の
財
政
調
整
基
金

の
状
況
は
表
の
と
お
り
で
あ

る
。
な
お
、
対
標
準
財
政
規
模

の
県
平
均
は
、
浜
通
り
地
方
の

町
村
の
多
く
が
１
０
０
％
を
超

え
て
い
る
た
め
比
較
的
高
い
数

値
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

を
除
け
ば
約
37
％
と
な
り
、
本

町
は
ほ
ぼ
県
平
均
で
あ
る
。

　
　

後
、
人
口
減
少
や
少
子
高

　
　

齢
化
の
影
響
を
強
く
受
け

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の

た
め
、
将
来
に
向
け
た
基
金
積

み
立
て
は
重
要
で
あ
る
が
、
限

ら
れ
た
税
金
を
有
効
に
使
い
将

来
に
備
え
る
こ
と
も
貯
金
と
同

様
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

貯
金
は
い
く
ら
あ
れ
ば
安
心
か

そそ

将
来
を
見
据
え
た

政
策
と
基
金

今今

(単位：千円）

基金の種類 主な基金 残　高

①特定の事業目的のために貯える基金
12 件

公共施設等整備基金 817,084

庁 舎 建 設 基 金 190,657

福 祉 基 金 180,076

地 域 振 興 基 金 169,551

②財源が不足した際に補充するための基金
2件

財 政 調 整 基 金 1,299,896

減 債 基 金 33,417

③資産運用を行う基金
3件

土 地 開 発 基 金 101,164

奨学資金貸付基金 61,157
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一般会計決算の基金推移

一般会計決算の基金推移

増
加

12億6850万円

地方交付税が減る!?　　
　地方基金累積を強調

　　は地方公共団体の財政状況に応じて

　　地方交付税を配分しているが、毎年

地方交付税が多額になっており、一部借

り入れをしながら配分を行っている。塙

町は、平成 27 年度で 28 億 3503 万円の

地方交付税が配分されており、歳入の約

3割を占めている。歳入の大きな部分を

地方交付税に依存する財政構造になって

いる。

　　017 年度予算編成に向け、国の財政

　　制度等審議会（財務相の諮問機関）

は、地方公共団体には多額の基金がある

として、地方交付税の抑制を提言してい

る。

国国 22

　総務相の諮問機関である地方財政審議会は、

地方の財政構造は依然として厳しいと対立する

意見を提言している。

一口メモ
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町の基金は大きく３つに分けられ、積立基金14件、定額運用基金3件の計17の基金を設置している

35
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0

（単位：億）

12 17 20 21 22 23 24 25 26 27
（年度）

27億8833万円

財政調整基金

基金合計残高

郡内町村の財政調整基金（平成27年度末）

財政調整基金残額（千円） 対標準財政規模（％）

塙　　　　町 1,299,896 35.5

棚　 倉　 町  1,066,558  25.3

矢　 祭　 町 1,975,197 　76.3

鮫　 川　 村 885,636  41.5

県内町村平均 1,535,799 　45.5

福島県総務部調べ

　

標
準
財
政
規
模

　

地
方
公
共
団
体
が
、
合
理
的
か

つ
妥
当
な
水
準
で
行
政
を
お
こ
な

う
た
め
の
標
準
的
な
一
般
財
源
の

規
模
を
表
す
指
標
。
使
い
道
を
自

由
に
選
択
で
き
る
財
源
の
大
き
さ

の
こ
と
。

　

本
町
の
平
成
27
年
度
に
お
け
る

標
準
財
政
規
模
は
約
37
億
円
。

？

　

基
金
の
総
額
は
、
平
成
27
年
度
末
で
27
億
８
８
３
３
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
２
３
０
０
万
円
減
少

し
た
も
の
の
、
10
年
前
に
比
べ
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。「
財
政
は
厳
し
い
」
と
い
う
が
町
の
貯
金
は

着
実
に
増
加
し
て
き
た
。

特　集
その２

町
の
貯
金
10
年
で
倍
増

基基



笹
原
小
学
校

議
会
傍
聴
で
地
域
を
知
る

議
会
傍
聴
で
地
域
を
知
る

⑤議員はみんなの代表

　また、議会の議決は、町全体の
意思決定となり、議員は町民の代
表者であること。その代表者は、
選挙で選ばれるなどをまとめとし
ていた。  

笹
原
小
学
校

議
会
傍
聴
で
地
域
を
知
る

議
会
傍
聴
で
地
域
を
知
る

笹
原
小
学
校

議
会
傍
聴
で
地
域
を
知
る

　議会を見て思ったことがあります。
　それは、塙町の状況です。僕には、分か
らない少子高齢化で人口が減っていて、そ
れで若者が他の町・県などに移住するとい
うことです。ちょっと衝撃でした。東京に
住んでみたいと思う時もあります。でも、
議会を傍聴して自分も都会に出るのはいい
けれどやっぱりふるさと塙で暮らしたいと
思いました。
　そして、一人でも多くの人に塙町を知っ
てもらいたいです。

やっぱり
ふるさと塙で
暮らしたい

白石　修也君

　小学校 6年生の社会科の授業では、国
や地方議会の仕組みについて勉強します。
国や地方の政治が、国民生活に大きく影響
することを理解するために、学習に取り組
んでいます。
　授業を進めていくと、多数決の原理など
普段の学校生活の中でも活用されているこ
とに気付かされます。また、町民の代表者
である議会の決定で、身近なことが決めら
れていることが分かると、児童たちも積極
的に町の未来を考え、選挙の意味について
考えるようになります。
　変化の激しい時代にあって、子どもたち
は社会に参画していく力がより
一層求められるでしょう。さま
ざまな形で、
国や町の政
策に目を向ける
機会をつくること
により、積極的に社会に
関わる大人に育ってくれる
ことを期待しています。

積極的に社会に関わる
大人へ育って欲しい

６学年担任　戸井田修先生

①議会を真剣に傍聴

　12月 16（金）、議会の一般質問
を傍聴する笹原小学校の６年生。
傍聴後のアンケートでは、「内容
は難しかったけど、やり取りは見
ていて面白かった」「役場にこん
な場所があるとは知らなかった」
などの感想が多かった。「また来
たいですか」の質問には、13 人
の児童が「また来たい」との回答
だった。

③議会のしくみを抜き打ち

　テスト

　議会のしくみについての
穴埋めプリントが配られ、
抜き打ちテストがスター
ト。児童たちは、傍聴した
日を思い出しながら、議員
の人数を考えたり、グルー
プになって答えを出し合っ
ていた。

②僕たちが考える町への要望

　12 月 20 日（火）、議会傍聴後
の授業では、傍聴をしての感想を
書いたり、児童たちが考えた町へ
の要望が発表された。博物館や動
物と触れ合える施設、塾を作って
欲しいなど、思い思いの考えが出
されていた。

④要望を実現するには

　どうすれば、町民の願いが実現
するのか。町と議会の関係性や、
議員と議会の内容を通して、児童
たちにとっても身近な事がどのよ
うにして決められているのかを学
習した。

　

笹
原
小
学
校
の
児
童
17
人
が
12
月
議
会
の
一
般
質
問
を
傍
聴
し
た
。
町
の
仕
組
み
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
、
社
会
科
の
授
業
の
一
環
と
し
て
毎

年
６
年
生
が
訪
れ
て
い
る
。
ま
た
、
各
学
校
で
は
、
地
域
の
人
と
の
交
流
や
体
験
活
動
を
通
し
て
、
町
を
理
解
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
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10
月
19
日
〜
21
日
総
務
、

経
済
の
両
常
任
委
員
会
は
合

同
の
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

川
西
町

　

山
形
県
川
西
町
の
吉
島
地

区
は
全
世
帯
約
３
０
０
戸
の

集
落
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
ら

り
よ
し
じ
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
い
う
地
域
組
織
を
立
ち
上

げ
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
た
。「
地

域
の
こ
と
は
地
域
で
行
う
」

と
い
う
こ
れ
か
ら
の
行
政
の

在
り
方
を
先
取
り
す
る
形

で
、
高
齢
者
見
守
り
や
買
い

物
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
行

政
で
は
行
き
届
き
に
く
い
、

き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
た
。

「
行
政
に
依
存
し
な
く
て
も

自
分
た
ち
で
で
き
る
」
と
い

う
住
民
の
意
識
が
過
疎
を
生

き
抜
く
た
め
の
最
大
の
武
器

で
あ
る
と
感
じ
た
。

最
上
町　

　

最
上
町
は
、
人
口
９
，

０
０
０
人
、
面
積
の
84
％
が

山
林
で
、
当
町
と
同
じ
よ
う

な
規
模
で
あ
る
。
高
橋
町
長

か
ら
子
育
て
、健
康
づ
く
り
、

産
業
振
興
、
里
山
再
生
な
ど

「
自
治
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

注
目
す
べ
き
点
は
、
集

落
に
使
え
る
お
金
を
与
え

る(

自
治
交
付
金
制
度)

や
、

完
璧
に
ち
か
い
定
住
促
進
の

た
め
の
補
助
金
事
業
で
あ

る
。
地
域
住
民
に
集
落
づ
く

り
計
画
作
成
を
促
す
な
ど
地

域
力
向
上
を
促
進
す
る
ほ

か
、
定
住
者
呼
び
込
み
の
た

め
の
１
０
０
万
人
交
流
事
業

と
そ
の
受
け
入
れ
態
勢
づ
く

り
な
ど
す
べ
て
の
事
業
が
密

接
に
つ
な
が
り
あ
っ
て
い
る

印
象
を
受
け
た
。

　

10
月
28
日（
金
）、
教
育
施
設
の
統

廃
合
な
ど
町
の
教
育
施
設
適
正
配
置

の
検
討
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

町
は
、
平
成
18
年
か
ら
小
学
校
、
幼

稚
園
な
ど
の
適
正
配
置
を
検
討
し
て

き
た
。
こ
の
間
、
児
童
数
の
減
少
に

よ
り
片
貝
小
学
校
、
高
城
小
学
校
な

ど
が
統
合
さ
れ
て
き
た
が
、
改
め
て

将
来
の
在
り
方
を
論
じ
る
た
め
、
有

識
者
の
委
員
会
を
設
置
し
協
議
し
て

き
た
。

　

現
在
、
常
豊
小
学
校
で
は
５
、６

年
生
と
３
、４
年
生
が
腹
式
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

教
育
委
員
会
は
、
平
成
30
年
４
月
か

ら
塙
小
学
校
に
統
合
す
る
と
し
て
、

各
方
面
に
理
解
を
求
め
て
い
る
。

　

な
お
、
委
員
会
報
告
に
よ
れ
ば
、

常
豊
小
学
校
の
統
合
に
よ
り
町
内
の

小
学
校
は
塙
、
笹
原
の
２
校
に
な
る

が
、
将
来
的
に
は
１
校
と
す
る
こ
と

が
適
当
と
し
て
い
る
。

　11 月 16日（水）、宮城県大

衡村議会議会運営委員会が議

会運営と議会改革の視察研修

のため来町した。

　10月 4日（火）、茨城県高萩

市議会との交流研修会を行っ

た。県道高萩塙線の整備状況

を聞いた後、十王町にある森

林総合研究所を視察した。

大衡村議会が来町　

タブレット端末の利用など

高萩市議会との交流

追跡追跡追跡
レポート

あの質問どうなった？どうなった？どうなった？
　議員の一般質問の中からピックアップし、
その動き・現在の状況を調査します。

●平成 27 年 12 月定例会●平成 27 年 12 月定例会

森林再生事業森林再生事業道沿いの危険な空き家を撤去すべきでは道沿いの危険な空き家を撤去すべきでは

質問

　平成 32 年度までの 5年間で森林再生事業

を行うというが進捗状況が思わしくない。今

後の進め方は。

質問

　町内の県道沿いの空き家には、通行人や車

に危害を与える恐れがあるものがある。町が

撤去を要請すべきと思うが。

答弁

　平成26年度事業を翌年度に繰り越して実施

している状況だが、各地区で説明会を開催し、

事業を推進していく。

答弁

　危険個所については、所有者にお願いして

解体していただく。

その後

　平成 27 年度　25ha（大蕨地区）、平成 28

年度　57ha（大蕨、田代地区）を実施、昨

年 11 月から町内 14 か所で説明会を開催し

た。現在 20地区、350ha の申し込みがある。

　平成 27 年に空き家対策特別措置法が施行

され、特定空き家等（使っていない危険空き

家のこと）に指定することによって、町は持

ち主に対して修繕や解体を求めることができ

るようになった。最終的に改善されなければ、

町が強制撤去することができる。（費用は所

有者持ち）特定空き家等の指定は、専門家な

どで構成する協議会で判定する。

その後

　危険空き家の認定は、法律に基づき町が設

置する協議会が行うことになるが、塙町では

まだ設置していない。

　町が、個人所有山林の間伐や作業道の整備

などを行う事業で平成 32 年度までの全体計

画は 1500ha。荒廃林や間伐が必要な山林で、

1地区概ね 10ha 以上の面積を実施したいと

している。小面積の所有者でも近隣山林所有

者と共同で申込みができるので、実施に向け

て地域で話し合っていただきたいとのこと。

一口メモ一口メモ一口メモ
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委員会
レポート

　　先進地視察研修

総務、経済常任委員会

過疎を生き抜くために

　
　

教
育
施
設
適
正
配
置
計
画
を
調
査

総
務
常
任
委
員
会

常
豊
小
、常
幼　

塙
へ
統
合

一口メモ一口メモ一口メモ



実施日 会場 出席議員

2月14日(火)
午後7時～　
午後8時30分

塙町公民館
高城地区館

大縄武夫、小林達信、
割貝寿一、鈴木安次
青砥與藏、下重義人、
七宮広樹

塙町公民館
那 倉 分 館

鈴木孝則、藤田一男、
小峰由久、鈴木　茂
吉田克則、高縁　光、
吉田広明

2月15日(水)
午後7時～　
午後8時30分

塙町農村勤労
福祉会館２階

大縄武夫、小林達信、
割貝寿一、鈴木安次
青砥與藏、下重義人、
七宮広樹

塙町公民館
笹原地区館

鈴木孝則、藤田一男、
小峰由久、鈴木　茂
吉田克則、高縁　光、
吉田広明

2月16日(木)
午後7時～　
午後8時30分

塙町公民館
台 宿 分 館

大縄武夫、小林達信、
割貝寿一、鈴木安次
青砥與藏、下重義人、
七宮広樹

塙町公民館
常豊地区館

鈴木孝則、藤田一男、
小峰由久、鈴木　茂
吉田克則、高縁　光、
吉田広明

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の

　

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
を
引

き
受
け
、
す
で
に
３
回
の
感
想

を
提
出
し
ま
し
た
。
私
の
感
想

は
と
い
い
ま
す
と
、
議
会
や
議

員
に
対
し
て
質
疑
的
で
、
議
員

の
方
に
は
い
さ
さ
か
気
を
悪
く

し
て
い
る
こ
と
と
お
察
し
い
た

し
ま
す
。
他
の
モ
ニ
タ
ー
さ
ん

か
ら
素
晴
ら
し
い
意
見
感
想
が

出
て
い
ま
す
の
で
、
一
人
変

わ
っ
た
奴
が
い
ま
す
が
、
議
会

の
た
め
に
な
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
以
前
、
議
長
も
「
町
民

の
意
見
を
聞
い
て
よ
り
良
い
も

の
を
作
る
」
と
言
っ
て
い
る
と

お
り
、
と
に
か
く
民
意
優
先
の

議
会
運
営
を
し
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

近藤　文男さん
（常豊地区）

　

今
期
よ
り
議
会
だ
よ
り
の
モ
ニ

タ
ー
に
委
嘱
い
た
だ
き
議
会
だ
よ

り
を
良
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
今
考
え
る
こ
と
は
、

塙
町
を
活
性
化
さ
せ
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
良
い
の
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
ど
も
園
の
建
設
な
ど
も
議

論
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
未

来
の
あ
る
子
供
達
を
安
心
し
て
育

て
ら
れ
る
支
援
や
対
策
を
切
に
望

ん
で
い
ま
す
。
医
療
や
福
祉
も
い

ろ
い
ろ
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
行
政
や
関
係
団
体

と
も
連
携
強
化
し
て
福
祉
施
設

な
ど
の
こ
と
も
今
後
ど
う
あ
る
べ

き
か
考
え
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

小林　静子さん
（塙地区）

私もひとこと
委嘱されたモニターさん２人に議会だよりについてご意見をいただきました。

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の

・水道料金や税金を近隣町村と比べる表は、他自治体と比較できて良い。
・表現が難しい箇所があり、小学生が見ても分かるような記事になっていな
　い。

対応　難しい表現はできるだけ避け、噛み砕いて説明したい。

◎決算内容（特集その1、2含む）についてP2～9

・委員会とはどんな役割を果たしているのか、説明が欲しい。

対応　今後掲載していきたい。

◎委員会レポートについてP20～21

・経過が時系列になってより分かりやすくなっている。
・何が議題で、どれが動き（その後）なのか、単調で分かりにくい。一目で
　分かるように配置に変化をつけては。

対応　見やすいレイアウトにしていきたい。

◎追跡レポートP19

・見出しが見やすく分かりやすいものになっている。
・裏表紙は、発行時期と季節感のある記事がうまく合っていてよかった。
　町内の隠れた名所を紹介するのはとてもいい。

◎その他

今
回
は
、議
会
だ
よ
り
１
３
６
号（
28
年
10
月
21
日
）に
つ
い
て

寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
掲
載
し
ま
す
。

声声声

連
携
強
化
し

連
携
強
化
し

　
　

医
療
福
祉
の
充
実
も

　
　

医
療
福
祉
の
充
実
も

民
意
優
先
の
議
会
運
営
を

民
意
優
先
の
議
会
運
営
を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２８年１０月１日～１２月３１日

年月日 会 議 名 称

七
宮
広
樹

下
重
義
人

吉
田
広
明

青
砥
與
藏

高
縁　

光

吉
田
克
則

鈴
木　

茂

鈴
木
安
次

小
峰
由
久

割
貝
寿
一

小
林
達
信

藤
田
一
男

鈴
木
孝
則

大
縄
武
夫

28.10.4 高萩市議会との交流 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 私用 ○ ○ ○ ○

28.10.5 埼玉県伊奈町議会来町 ○ ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ○ ○

28.10.12 議員定数等検討協議会 ○ ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ― ― ○ ○

28.10.19-21 総務・経済常任委員会研修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 私用 ○ 私用 私用 ○ ○ ○

28.10.25 全国町村議会広報研修会 ○ ○ 忌引 ― ― ○ ○ 私用 ― ― ― ― ― ―

28.10.28 総務常任委員会 ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ―

28.10.31 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28.10.31 町村議会議員研修会 ○ ○ 私用
早退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28.11.4 経済常任委員会 ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ○ ○

28.11.16 宮城県大衡村議会来町 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

28.11.29 広報常任委員会 ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ―

28.11.30 議員定数等検討協議会 ○ ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ― ― ○ ○

28.12.5 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28.12.7 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

28.12.9 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28.12.15-19 12 月定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○出席　－該当外

議会活動出欠状況

連
携
強
化
し

　
　

医
療
福
祉
の
充
実
も

民
意
優
先
の
議
会
運
営
を

あなたの声を町政に

議員と語ろう
塙町議会　意見交換会

日時：　2／　(火)～　(木)

　　　　午後　時～８時３０分

会場：　町内　会場で実施します　

内容：　人口減少に立ち向かえ
　「少子化、人口減少」をテーマに意見交換を
行います。
　子育て支援や若者定住など、議員といっしょ
に語りませんか。

14 16
７
６

意見交換会日程一覧

町民と町議会の意見交換会を開催します

　議員は会議に出席する義務があり、正当な理由がなく欠席すると罰せられることがあります。議会では欠席の正当な理由とし
て、配偶者・親族の葬儀（忌引）、病気・けが（傷病）、突発的事故（事故）、その他議長が認める場合です。表ではそれぞれ、忌引、
傷病、事故、その他と表記し、それ以外の正当な理由以外の欠席の場合は私用と表記しました。

　参加申し込みは必要ありません。どの会場へも参加できます。ぜひお出かけください。
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発
行
者
　
塙
町
議
会
議
長
大
縄
武
夫

編
　
集
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

広報常任委員会
委 員 長　吉田　克則
副委員長　下重　義人
委　　員　鈴木　安次
委　　員　鈴木　　茂
委　　員　吉田　広明
委　　員　七宮　広樹

み ん な い き い き　VOL．31
皆さんの団体やサークルに広報常任委員が伺います。

団体の名称：塙空手道会
活動場所：第二コミュニティーセンター、町営体育館
代表者：橋本　孝一　TEL４３－０６６７

　

塙
空
手
道
会
は
、
日
本
空
手
道

会
糸
東
流
東
日
本
本
部
塙
支
部
と

し
て
、
東
日
本
本
部
長
吉
成
主
計

先
生
の
指
導
の
下
、
さ
ら
に
は
、

前
教
育
長
郡
司
正
孝
先
生
の
お
力

添
え
と
保
護
者
の
方
々
の
協
力
を

得
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

主
に
小
学
生
を
中
心
に
、
遠
く

は
白
河
よ
り
生
徒
・
指
導
者
含
め

総
勢
28
名
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
年
２
回
の
昇
段
級
審
査
と
東

日
本
本
部
大
会
が
あ
り
、
広
野
町

で
行
わ
れ
た
去
年
の
大
会
は
、
全

員
が
好
成
績
を
残
し
、「
今
年
は

さ
ら
に
上
位
へ
」
と
意
欲
的
に
稽

古
に
励
ん
で
い
る
。

　

指
導
者
の
皆
さ
ん
は
、「
大
会

で
好
成
績
を
残
す
こ
と
よ
り
も
、

や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
事
を
や
り
、

い
ず
れ
出
く
わ
す
困
難
に
負
け
ず

引
か
な
い
、
気
力
と
体
力
を
身
に

着
け
て
欲
し
い
」
と
子
ど
も
達
へ

の
思
い
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
の
12

月
は
例
年
に
な
く
寒
暖
の
差
が
あ
る
冬
で
し
た

が
、
定
例
会
で
は
8
名
の
一
般
質
問
者
が
あ

り
町
行
政
側
と
熱
い
論
戦
を
交
わ
し
ま
し
た
。

又
町
の
振
興
計
画
に
よ
り
平
成
30
年
度
中
の
子

ど
も
園
開
設
の
見
通
し
や
待
機
児
童
解
消
策
と

し
て
災
害
復
興
住
宅
を
利
用
し
た
保
育
園
増
設

の
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

人
口
減
少
を
遅
ら
し
子
ど
も
を
増
や
す
と
い
う

本
丸
の
課
題
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
町
、
議
会
、

そ
れ
ぞ
れ
に
真
価
が
問
わ
れ
ま
す
。

　

鈴
木　

茂

※議会会議録は、
図書館・議会事務
局、またはホーム
ページでもご覧
になれます。

議
会
傍
聴
に　
　

お
い
で
く
だ
さ
い 

　

次
回
の
定
例
会
は
、

３
月
８
日
か
ら
開
会

さ
れ
る
予
定
で
す
。
氏

名
の
記
入
な
ど
簡
単
な

手
続
き
で
傍
聴
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

編 集 後 記

「
礼
を
慎

つ
つ
し

み
驕お

ご

る
こ
と
な
く
自じ

こ己
研け

ん
さ
ん鑽

」


